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PHOTO NEWS　まちの話題

市ホームページ内イベントアルバムでもイベントや行事の様子を
紹介しています。

　6 月 18 日㈰、東町にある体験圃場で今年度の「稲
づくり農業体験」が始まりました。
　第一回目となる今回は田植え。泥の中で腰をかが
めながらの大変な作業でしたが、参加者たちは、秋

にたくさんの実りを収穫できるように、元気に
育ってほしいという思いを込めながら、苗を一本
一本植えていました。

一本一本、実りの秋に願いを込めて

　７月２日㈰、生涯学習センターで岩倉市生涯学習
センターフェスティバル 2023 が開催されました。
　歌やダンス、楽器演奏や絵画、写真の展示、絵手
紙や伊勢型紙作りの体験など、それぞれの団体が趣
向を凝らした活動の発表を行いました。
　ガラスの表面に専用の針を使って模様を彫る「グ

ラスリッツェン」を体験できるコーナーでは、参加
した子が団体の人にやり方を教えてもらいながら、
作品作りの体験をしました。
　参加した人たちは、団体の人と交流をしながら、
体験や展示、発表を楽しんでいました。
（★の写真は広報モニター山田幸哉さん提供）

ともに学び、楽しむ活動を
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　　7月 1日㈯、図書館で七夕おはなし会が行われま
した。
　大型絵本「おめんです」やエプロンシアター「くい
しんぼうゴリラ」、ブラックパネルシアター「七夕」
などが披露され、参加した子どもたちは大いに楽しみ
ました。
　帰りには笹と飾りセットのお土産をもらい、七夕気
分を満喫できるイベントとなりました。

おはなしの世界に、夢中！

広報に掲載した写真をさしあげます。
申込先　秘書企画課広報広聴グループ　(☎ 38-5802)

　ボッチャ体験交流会が 7月 2日㈰に催され、今回
初めて岩倉市障害者連絡協議会も参加しました。
　ジャックボールを目掛けてボールを投げ、上手く
ジャックボールの近くにつけられると喜びの声があが
りました。やっているうちにだんだんとコツをつかん
できて、勝負は白熱し最後にはミリ単位の勝負になり
ました。その場にいる全員が熱中して楽しめる時間に
なりました。

よ～く狙って

　自然生態園のとんぼ池に生い茂る、イネ科の植物マ
コモの刈り取りが 6月 18日㈰に行われました。
　最初の 30 分は自然生態園の生物調査。どじょう、
カエル、エビなどの多様な生物が見つかりました。
　調査が終わったらマコモ刈り。自分の身長以上に伸
びたマコモを鎌で刈り取っていきました。
　マコモが刈られて広くなったトンボ池。名前の通り
たくさんのトンボが来てくれるといいですね。

生態系を維持するために
　6月 17日㈯、100 年フードに選ばれた「名古屋コー
チンの食文化」の一つである「いわくら TKG（卵か
けごはん）」を知ってもらうための催しが、名古屋コー
チン料理千成で行われました。
　いわくら TKG とは何かという説明を聞いた後に早
速、いわくら TKG を味わいました。その後で、この
日限りの特別なメニュー「千成オリジナル名古屋コー
チンカレー TKG」を味わいました。まだまだ広がり
を見せるいわくらTKG。皆さんも是非味わってみては。

いわくら TKGのススメ
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